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�A�æ：あの “ 茶色い四角い箱 ” は，電気設備で

はなく，  スノーポールを固定するための「支

柱用基礎ブロック（コンクリート基礎）」であ

る可能性が最も高いです。

　これは，思わず吹き出してしまうレベルのとん

でもない誤回答です。「見方・考え方」は自分た

ちの頭を使うことによってしか育ちません。

Ⅱ－ 2－ 1　江別冬景色 B
　ここからは「江別冬景色 B」を紹介していきま

す。進め方は「江別冬景色 A」とほとんど同じで

す。まず写真を呈示します。写真はワークシート

にもして配付します。Q1・Q2 の発問によってそ

の写真を読み解いてもらいます。Q1・Q2 は継時

的にしていきますが，ここでは１枚のスライドに

まとめておきました。スライド B-1-1 です。
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スライド B-1-1

　Q1・Q2 に取り組んでいる様子が写真３です。

今回は電子ボードや書画カメラを活用しています

が，これらの機器がなくても大丈夫です。写真を

印刷したワークシートを活用するだけでも充分な

効果が得られます。写真は参加者全員の承諾を得

て撮影しています。「モザイク不要」の承諾も得

ていますが，念のためモザイクをかけておきまし

た。

　この次の展開も「江別冬景色 A」と同じです。

展開の仕方を 1 枚のスライドにまとめておきま

す。スライド B-1-2 です。

写真３
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スライド B-1-2

「江別冬景色 A」と「江別冬景色 B」はまった

く同じ組み立てです。しかし，雪国の暮らしに馴

染みのない学習者たちには「江別冬景色 B」の写

真を読み解くのは難しかったようです。そこで，

「江別冬景色 A」のときより少し早めに「問題提

案型看図アプローチ」に切り替えました。スライ

ド B-1-3 です。
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スライド B-1-3

車がたくさん走っている道路は国道 12 号線。

北海道の大幹線です。そして，手前の雪のない道

は住宅地・文教地区につながる支道です。幹線道

路ではなく支道の方の雪が丁寧に取り除かれてい

るのです。これはどうしてなのでしょうか。

　その理由を考えてもらうための発問がスライド

B-1-3 の Q1 です。その理由が写っているのが写
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真４です。国道 12 号線側から撮った写真です。

ここは坂道になっているのです。

写真４

　私がこの教材を準備しているとき，この写真を

見て「ここが坂道だ」ということを誰にでもわか

る言葉で説明することが難しく感じられました。

そこで WS に参加した学習者たちにも「ここがど

うして坂道だと言えるのか」質問してみました。

それがスライド B-2-1 です。

どうしてここが坂道であると判断できるのですか？(要素関連づけ)
☞☞(個人思考後，ラウンドロビンでグループシェア)

確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確認認認認認認認認認認認認認認認ＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱ

スライド B-2-1

　学習者たちも苦労していたので，私が教材研究

中に見つけた説明方法を学習者たちにも体験して

もらうことにしました。

　まず，写真５中の３つの線に注目してくださ

い。マンションの窓枠の線とその下に映っている

倉庫の屋根の線です。これら３本の線は，遠近法

の原理にしたがって少し傾いています。３本の線

を写真の右方向に伸ばしていくとどこかで交わり

ます。この交わる点を「遠近法の消失点」と呼び

ます。そこで発問です。「この３本の黄線を写真

右方向に伸ばしていくと，写真上のどのあたりで

交わるでしょうか？」

写真５

この発問をするとほとんどの学習者は，次の写

真６上の「×」のあたりを予想してくれます。

写真６

ところが，なのです。この３本の線を伸ばして

いくと意外なところで収束するのです。教材研究

をしているときに，私はこのことに気づきました。

そして「えー !?」と思いました。この分析結果を

知った学習者たちの多くもやはり「えー !?」と言っ

てくれました。

写真７
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　次に，もうひとつ遠近法の原理を使った分析を

してみます。（写真８）

写真８

停車している車の屋根の線と床の線に注目しま

す。この２本の黄線を写真右方向に伸ばしていく

と次のようになります。（写真９）

写真９

車から引いた遠近法の線と，建物から引いた遠

近法の線を重ねると次のようになります。（写真

10）

写真 10

　つまりこれは「遠近法の消失点」を 2 つもっ

ている写真なのです。マンションや倉庫などは水

平を保って建築されます。このためこれらの建物

から引かれた線は「水平のベクトル」を表してい

ます。一方，車から引かれた線は，水平のベクト

ルと交差して上昇していきます。これはこの車が

斜度のある場所に停車していることを意味しま

す。つまりこの道は「坂」なのです。写真９では，

車から引いた線が路面よりかなり上で交差してい

ます。これは，この坂が上の方で少し平坦になっ

ているためです。

　坂のない完全に平坦な場所の写真も遠近法の原

理で分析してみます。次の写真です。見事な遠近

法を読み取れます。「遠近法の消失点」もひとつ

だけです。（写真 11）

写真 11( 石田ゆき撮影 )

ワークショップ「江別冬景色 B」のもともとの

問題は「幹線道路ではなく支道の方の雪が融けて

いるのはなぜなのか？」でした。その答えは「こ

の支道が坂道だから」になります。北海道の冬道

は簡単に圧雪やアイスバーンになります。坂道が

そのような路面状況になると車は必ずスリップし

ます。停車することができません。事故を防止す

るためにこの道路はロードヒーティングされてい

ます。24 時間通電することで路面の雪を融かし

ているのです。
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Ⅱ－ 2－ 2　「江別冬景色 B」実施上の留意点
　「江別冬景色 B」では，遠近法を活用して写真

を読み解くという，看図のための新しい方法を学

ぶことができます。「えー !?」と思わせる仕掛け

も取り入れやすいです。「雪国の暮らしを守る工

夫」についても学ぶことができます。コンピテン

シーの獲得もコンテンツの学びも，ともに可能に

する教材になっています。

　私（鹿内）は「江別冬景色 B」を，ふじた看図

アプローチ 31 回研究会で実施してみました。そ

のときに「ロードヒーティングという言葉を初め

て聞いた」と言う方が何人かいました。雪国の暮

らしに関する知識がほとんどない方にも対応でき

るよう，スライド構成やファシリテーションの仕

方にもう少し工夫が必要です。

Ⅱ－ 3－ 1　「江別冬景色 C」
　学習者が慣れてきたら，「変換」「要素関連づけ」

を省略して「外挿発問」から始めることもできま

す。「江別冬景色Ｃ」では「外挿発問」から始め

る「問題提案型看図アプローチ」を紹介します。「江

別冬景色Ｃ」は第２筆者（以下，織田先生）を学

習者役にして綿密な予備実践を重ねたうえで構成

しました。

　「江別冬景色Ｃ」では，同じようなアングルで

撮影した情報量の異なる写真を複数枚用意しまし

た。どのくらいの情報量が学習者の考えを引き出

しやすいか調べてみる，という目的もあります。

最初の写真はこちらです。（写真 12）

写真 12

　「外挿発問」は，学習者に「えっ」と思っても

らえるような意外性のあるものを用意します。今

回「外挿発問」は「風はどちらから吹いてくるの

でしょうか？」です。この写真にこの発問を付け

て送ったら，織田先生からは次のような読み解き

が戻ってきました。なお，織田先生を学習者にし

た予備実践はすべてメールで行っています。

織田先生による写真 12読み解き１回目
　画面左から右に風が，吹いている。

　理由は，画面中央より少し左の斜めの太い

枝 3 本に，雪がベターと枝の左側に貼り付い

ている。それは，風により雪が枝に当たって

付着した。風上側反風下側は，雪が落ちやすい。

上の方の細い枝群にも右側に雪が着雪してい

る。右寄りの細く長い L 字のような枝は，風

が当たらず着雪している。

　このステップも学習者には「正解」を求めてい

ません。「見方・考え方のコンピテンシー」を育

むことが目的ですから，織田先生の根拠を挙げな

がらの読み解きは理想的な回答になっています。

数日後，織田先生は，別な読み解きを自発的にレ

ポートしてくれています。

織田先生による写真 12読み解き２回目
　前回，手前の枝が左に傾いているので，「単

純に右から左というわけではない」と考え，

木の幹を見ると，左側に雪が帯状に貼り付い

ているから「左から右」なのか？ と考えを巡

らせました。しかし，「風はどちらから吹いて

くるのでしょうか？」と過去ではなく，未来

を問うています。

　写真撮影時は，雪は降っていません。した

がって，「北西の季節風（左からの風）」が吹

き付けた名残りを見ています。これは風下側

に雪が残るためで，雪が降っていた当時は「画

面左から右」，つまり北か北西の風であったこ

とが読み取れます。
　しかし，現在は雪が止んでいます。一般的に，

雪が止んで天候が回復するときは，風向きが

北西から西や南へ変わることが多いため，現

在の風は「画面の右→左」もしくは「手前→奥」
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から吹いていると推測されます。さらに，手

前の枝が左側に傾いていることを考慮し，「画

面の右→左」と考えます。

　このレポートからも，織田先生は写真 12 とそ

れにつけられた発問から，多様な見方・考え方を

展開してくれていることがわかります。写真 12

と発問のセットは看図アプローチの良い教材にな

ると思われます。

　織田先生は 2 回目のレポートで「しかし，『風

はどちらから吹いてくるのでしょうか？』と過去

ではなく，未来を問うています。」と書いています。

織田先生は，発問の「時制」も見方・考え方の手

がかりにしてくれています。これも素晴らしいコ

ンピテンシーです。実際の WS には多様な人が参

加します。発問の時制の解釈をあまり揺らさない

ように，実際の WS 用スライドでは発問に（　）

書きで注を付けておきました。また織田先生のレ

ポートを参考にして，風の吹く方向を 4 つの選

択肢にして，言葉と矢印で示しておきました。そ

れがスライド C-1-1 です。

風はどっちから吹くのでしょうか？
(＝どの風向きで吹くことが多いのでしょうか？)

☞☞(個人思考後，バズでグループシェア)

QQQQQQQQQQQQQ

Ａ：左から右へＡＡＡＡＡＡＡＡＡ

ＢＢＢＢＢＢＢＢ

ＣＣＣＣＣＣＣＣ ＤＤＤＤＤＤＤ

Ｂ：右から左へ

Ｃ：写真奥からこちら
(撮影者側)へ

Ｄ：こちら(撮影者側)から
写真奥の方向へ

スライド C-1-1

　次は写真 13 です。

写真 13

　この写真と一緒に呈示する発問は写真 12 と同

じです。写真 13 は写真 12 より情報量が増えて

います。増えた情報を織田先生は次のように読み

解いています。

織田先生による写真 13読み解き
　風は，右から左へと流れています。

　手前の電柱の足元にある笹の葉や細い枝に

注目すると，雪の重みだけでなく，葉先が全

体的に画面の左側へなびき，傾いています。

　画面中央に雪煙のようなモヤが，右から左

へ流れるように見え，画面左側も雪煙のよう

に，雪が舞い上がっているように見えます。

画面の右側にはそのようなモヤがないです。

さらに，右側は青空が見えます。雪雲が抜け

て晴れ間がみえてきていると思います。
　「雪煙のようなモヤ」を見つけているところが

ヒットです。木の高いところに積もっていた雪の

塊が落ちてきたところです。雪の塊は落下しなが

らたくさんの枝にぶつかり砕け，雪煙になってい

きます。その雪煙が風にのってこちら側 ( 撮影者

側 ) に流れてきている画像です。それが織田先生

には「右から左へ流れるように見え」ているので

す。そういう見え方でもかまいません。

　この写真と発問も実際の WS ではスライド

C-1-2 のようにまとめて呈示します。

ビジュアルテキストを変えて再読してみましょう

風はどっちから吹くのでしょうか？
(＝どの風向きで吹くことが多いのでしょうか？)

☞☞(個人思考後，バズでグループシェア)

QQQQQQQQQQQQQ

Ａ：左から右へ

Ｂ：右から左へ

Ｃ：写真奥からこちら
(撮影者側)へ

Ｄ：こちら(撮影者側)から
写真奥の方向へ

ＡＡＡＡＡＡＡＡＡ

ＢＢＢＢＢＢＢＢ

ＣＣＣＣＣＣＣＣ ＤＤＤＤＤＤＤ

スライド C-1-2

　次の写真が「江別冬景色Ｃ」のメインになるも

のです。（写真 14）
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写真 14

　この写真を受け取った織田先生は，私の予想通

りにびっくりしてくれました。その驚きを織田先

生は次のようにレポートしてくれています。

織田先生による写真 14読み解き驚きレポート

　私は，左側に雪が帯状に貼り付いているか

ら「左から右」（この考えは変わらない）。

　そして，幹の上の方は，比較的右側に雪が

あると読みます。

　ですが，最初に目に飛び込んでくるのは電

車です。電車に集中し，主役と思いがちなので，

見えない「風」が主役なのは，「えっ !?」です。

　この発問は，とても難しいと思いますが，

発問によって視線は森の奥に進みそうです。

　まさかの電車には，めちゃくちゃ驚きでし

た。

　衝撃に近いくらいの揺さぶりでした。

　これまで見てきた静かな雪景色の写真から

は，まさかそこに線路があって，あんなに大

きな列車が勢いよく横切っていくなんて，全

く想像がつきませんでした。

　何本も走るワイヤーが電線にしては多いと

気になっていたので，電車の架線だったのか

と納得できました。

これだけびっくりしてもらえたら，教材を作成

した私（鹿内）も大満足です。しかも，今回の写

真はマイナス７～ 10℃の厳冬下で撮影してきた

ものです。手袋をつけているとカメラワークがう

まくできないので何時間も手袋を外していまし

た。そういうことも苦労だと思わずに撮影してい

たのですが，それでも「苦労が報われた」という

表現が似合いそうな「満足感」があります。

　この「電車の写真」も WS 用スライドにしてあ

ります。スライド C-1-3 です。またどの写真もワー

クシートとして印刷して WS に参加している学習

者たちには配付しています。

ビジュアルテキストを変えて再再読してみましょう

風はどっちから吹くのでしょうか？
(＝どの風向きで吹くことが多いのでしょうか？)

☞☞(個人思考後，バズでグループシェア)

QQQQQQQQQQQQQ

Ａ：左から右へ

Ｂ：右から左へ

Ｃ：写真奥からこちら
(撮影者側)へ

Ｄ：こちら(撮影者側)から
写真奥の方向へ

ＡＡＡＡＡＡＡＡＡ

ＢＢＢＢＢＢＢＢ

ＣＣＣＣＣＣＣＣ ＤＤＤＤＤＤＤ

スライド C-1-3

　上掲した「驚きレポート」の中にある織田先生

の気づき「発問によって視線は森の奥に進みそう

です。」もうれしいコメントです。この森が「風

が吹いてくる方向」に大きく関係しているのです。

この森は「鉄道林」です。ここを走る鉄道を風や

雪から守る「防風雪林」です。この林の方から吹

いてくる風を弱めてくれます。スライド C-1-4 で

は林の方から風が吹いてきている様子を見て確か

めることができます。樹上に積もっていた雪が落

ちてかなり大きな雪煙になっています。その雪煙

が風にのってこちら側に流れてきているところで

す。

スライド C-1-4
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　ここから，江別冬景色シリーズ看図アプローチ

の締めくくりです。写真 15 は遠近法の説明のと

ころですでに出てきました。再掲しておきます。

写真 15（写真 11 の再掲：パース線なし）

　鉄道林は防風・防雪のために大切なものです。

それが最近，大規模な伐採が行われました。そ

して，木々を切り倒した後に COOP や無印良品

ができました。写真には写っていませんが COOP

の右側にはモスバーガーもあります。無印良品の

向こうには，これらの商業施設の利用客確保を見

込んで住宅開発も進行中です。写真 15 に写って

いるところはついこの間までは緑豊かな場所でし

た。（スライド C-1-5）　

様々な看図アプローチを体験する 江別冬景色Ｃ江別冬景色Ｃ

鉄道林は防風・防雪のために
大切なものです。それが最近，
大規模な伐採が行われました。
そして，木々を切り倒した後に
ＣＯＯＰや無印良品ができまし
た。写真には写っていませんが
ＣＯＯＰの右側にはモスバー
ガーもあります。無印良品の向
こうには，これらの商業施設の
利用客確保を見込んで住宅開
発も進行中です。写真に写って
いるところはついこの間までは
緑豊かな場所でした。

スライド C-1-5

鉄道林をなくしてしまってのこのような大規模

開発がどうして可能だったのでしょうか。その理

由を織田先生にも考えてもらいました。

　この締めくくり部分も実際の WS ではスライド

C-1-6 とワークシートによって学習者には呈示し

ます。そのスライドを載せておきます。

様々な看図アプローチを体験する 江別冬景色ＣＣ

鉄道林をなくしてしまって
のこのような大規模開発が
どうして可能だったので
しょうか。
その理由をこの写真から読
み解いてください。

  ☞☞(個人思考後，
  バズでグループシェア)

QQQQQQQQQQQQQQ

スライド C-1-6

　「鉄道林をなくしてしまってのこのような大規

模開発がどうして可能だったのか」。この問いに

対する答えも織田先生がまとめてくれました。

織田先生のまとめ

　本当に大きな土地開発ですね。

　今回の写真で目に入ったのは，左側の高架

です。2 年前に野幌へ伺ったときも高架だっ

たことを思い出しました。あのときは，単純

に雪で線路が埋もれないと思っていました。

　高架にすることで，吹き溜まりによって線

路が雪に埋もれるリスクが減り，フェンスに

よって防風ができる。また，土地開発によっ

て長い店舗が連なるのも，新たな防風になる

と考えました。

　林は，維持管理，人件費も莫大だと思います。

土地開発により，大きく変わったことは，「林

が風雪を受け止める場所」から，インフラ整

備によって「鉄道・車・人の流れを支える場所」

になったことだと思いました。

　的確な読み解きとまとめだと思います。それを

確認できるスライドを載せておきます。スライド

C-1-7 です。

予測ー確認

スライド C-1-7( 石田ゆき撮影 )
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　広大な林の中で暮らしていた生き物たちはどう

なってしまったのか，どうしているのか。それを

考えると胸が痛みます。しかし，多くの赤字を抱

え，たくさんの路線を廃止しなければならなく

なっている JR 北海道の経営状況も考えたら，こ

のような大規模開発もインフラ整備もやむを得な

いことなのかもしれません。江別冬景色の中に，

私たちが生きている社会の大きな矛盾を見つけて

しまいました。

Ⅲ．今後の展開
　本稿で紹介した実践は，「コンテンツ基盤型教

育とコンピテンシー基盤型教育を融合させる」と

いう目標も見据えながら行っています。看図アプ

ローチはこの大きな問題解決に役立つ可能性を

もっています。その可能性を追究していくための

いくつかのアイデアを「実践ノート」としてまと

めました。まだまだ試みの段階です。これから，

多くの先生方のお力を借りて追実践や新しい実践

を重ねていく必要があります。

　本稿で紹介した写真やスライドは，全国看図ア

プローチ研究会会員の皆様には無償で提供するこ

とができます。希望される方は第 1 筆者鹿内ま

でご連絡ください。注
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